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１．はじめに 

高齢者や障害者など交通機関の利用が制限される移

動制約者が、地域内の円滑な移動が可能となるように、

公共交通不便地域の解消に取り組むことは、過疎地の自

治体だけでなくモータリゼーション化と高齢化がすすむ、

大都市周辺部の自治体においても重要な責務である。 

こうした流れを受けて、多くの自治体では、路線バ

スが導入されていない中小規模の交通需要となる地区を

中心にコミュニティバスの導入が一挙に広がった。その

一方で、コミュニティバス事業が自治体の財政に与える

負担は大きく、持続可能な交通システムとするためには、

地区の需要に応じた交通システムの導入が重要である。 

そこで本研究では、公共交通不便地域の解消のため

のシステムとして、中規模の需要対応システムにコミュ

ニティバス、小規模対応にコミュニティ型乗合タクシー

（以降、コミュニティタクシー）をとりあげ、全国の運

行事例からみた運行状況、車両の特性分析、路線導入の

判断基準の比較を行った。さらに、兵庫県明石市を対象

に、コミュニティバスのみの路線計画案とコミュニティ

タクシーを含めた路線計画案の比較を行い、その有用性

を検証した。 

 

２．コミュニティバス・タクシーの特性比較 

（１）コミュニティバス・タクシーの定義 

公共交通手段が未整備の地区における中小規模の交

通需要を支える交通サービスを考えた場合、コミュニテ 
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ィバスとコミュニティタクシーがその代表的なものとし

て挙げられる。その一形態であるDRTは、高齢化の進む

地方部において導入が進んでいるが、野田ら１）が示し

たようにDRTは利用者が増加するつれ利便性が低下する。

また福本２）はDRTの利用は特定の利用者に偏りやすいた

め、一般多数の利用を考えれば「定時定路線型の直行運

行」という運行形態が望ましいと指摘した。 

そこで、DRTではなく定時定路線型の直行運行におけ

るコミュニティバスとコミュニティタクシーを対象とす

る。なお、ここでは表－１に示すように「道路運送法第

４条許可で運行される、地域で生活しつづけるための移

動を提供する定員11名以上の乗合事業」をコミュニティ

バス、「同11名未満の乗合事業」をコミュニティタクシ

ーとして考えるものとした。 

表－１ コミュニティバス・タクシーの定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）運行事例からの特性分析 

a）調査概要 

現在、コミュニティバスおよびコミュニティタクシ

ーを運行している自治体を対象にアンケート調査を実施

した。その運行実態の違いを明らかにすること、またそ

の導入の際に注視している点について分析した。実施し

た事例アンケート概要は、表－２に示す通りである。 

表－２ 事例アンケート調査の概要 

 

 

 

 

コミュニティバス コミュニティ型乗合タクシー

定義 3)

地方公共団体、地元商工
会議所などの公的主体や
地元住民が主体となって、
地域の交通空白地域・不便
地域の解消等、地域住民
の利便性向上等のために
一定地域内を運行するバ
スであって、車両使用・運
賃・ダイヤ・バス停の位置
等を工夫したバス、と定義

乗合タクシーについても地
方公共団体等が、コミュニ
ティバスに準じて地域住民
の利便性向上等のために
一定地域内を運行する等、
工夫した運行形態があるた
め、これについても『コミュ
ニティ型乗合タクシー』と、
便宜的に定義

定員 定員１１名以上 定員１１名未満

運行管理 主にバス事業者 主にタクシー事業者

運行自治体
3)

（H17.10現在）

９３０市区町村 １４２市区町村

調査対象
運行開始から２年以上が経過した全国
のコミュニティバス・タクシー事業者

調査期間 平成18年10月
配布・回収方法 EメールおよびＦＡＸ

配布部数 75部
回収部数 43部（回収率57%）



b）運行状況 

アンケート調査事例によるコミュニティバスとコミ

ュニティタクシーの運行状況を表－３に示す。日平均乗

客数、便あたり乗客数、収支率でコミュニティバスは、

コミュニティタクシーより高い値を示し、利用者一人あ

たりに換算しても同様の傾向を示した。特に、日平均乗

客数の差は大きく、その輸送人員に大きな差があること

が分かる。一方、運行経費において、コミュニティタク

シーは、コミュニティバスの半額以下となった。 

表－３ コミュニティバス・タクシーの運行状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c）コミュニティタクシーに期待する点 

アンケートでは、コミュニティタクシーの導入に興

味のある自治体は、41事例中26事例（63%）、導入する

予定がある自治体は、15事例（37%）と、コミュニティ

タクシーに対する関心が高まっている。 

コミュニティタクシーの導入を考えた場合に注目す

る点として、図－１に示すように、27事例中17事例が

「小需要への対応」を挙げた。また15事例が「バスでは

侵入できない路線への対応」、13事例が「低価格」を挙

げ、地域特性を配慮した結果が大半となる一方、運行経

費の面からの要望もみられた。その他の回答を挙げた事

例は少なく、内容もコミュニティタクシーの導入過程か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ コミュニティタクシーに期待する点 

 

ら来るものだった(地域のタクシー会社への配慮、既存

車両の利用等)。 

 

d）コミュニティタクシーに期待する運行性能 

アンケートでコミュニティタクシーに期待する点と

して示された「バスでは侵入できない路線への対応」、

について、コミュニティバスとコミュニティタクシーの

車両による差の特性として分析した。なお、ここでは、

コミュニティバスのモデルとして、小型バス、中型バス、

コミュニティタクシーのモデルとして、中型タクシー、

ジャンボタクシーを用いて比較した。 

最小回転半径、車長から求められる直角旋回占有道

路幅は、ミラーを折りたたんだ状況で直角の角を曲がる

場合に最低限必要な道路幅のことを指す。表－２に示す

ように、小型バスで最低4.3m、ジャンボタクシーで最低

3.4mの道路幅が必要となり、コミュニティバスはコミュ

ニティタクシーに比較しておよそ1mほど広い道路幅が必

要である。このことから、路線選択の柔軟性ではコミュ

ニティタクシーは、コミュニティバスに対して有利であ

ることが確認できる。 

表－４ コミュニティバス・タクシーの車両特性の比較 

 

 

 

 

 

 

 

e）コミュニティタクシーの運行コスト 

アンケートでの「低価格での運行」について、コミ

ュニティバスとコミュニティタクシーの車両による差の

特性として分析した。具体には、モデルケースを設定し

て、初期投資費用の原価償却費と年間維持管理費を和し

てコミュニティバスとコミュニティタクシーの年間運行

費用を試算した（表－５）。 

表－３に示したアンケート調査事例において、コミ

ュニティタクシーはコミュニティバスの運行コストの半

額以下であったが、こちらの試算でも同様の傾向を示し

た。このように、同条件での運行においてはコミュニテ

ィタクシーの方が経済的に安価となることが確認される。

一方、コミュニティタクシーはコミュニティバスに較べ

て一台あたりの輸送人員の面で大幅に下回り、またコミ

ュニティタクシーは「タクシー車両」を用いているため、

立ち乗りを認められない点は考慮される必要がある。そ

のため、コミュニティタクシーには積み残しを生じやす

く、積み残しを解消するために二台運行した結果、コミ

ュニティバスよりも高価となったという事例も往々に見

られる。こうした面を踏まえて、導入地域で予想される

コミュニティバス コミュニティタクシー

平均 事例数 平均 事例数

日平均乗客数 人 519 43 109 11

便あたり乗客数 人/便 9.2 35 2.0 10

運行収入 千円 22,760 41 6,536 11

運行コスト 千円 39,772 41 15,091 11

収支率 ％ 39.4% 39 33.4% 11

利用者一人あたり

運行収入
円 192 34 187 10

利用者一人あたり

運行コスト
円 579 34 714 10

利用者一人あたり

補填コスト
円 387 34 528 10

項目 単位

コミュニティバス コミュニティタクシー

中型バス
(M社)

小型バス
(H社)

ジャンボタク
シー(N社)

中型タクシー
(T社)

定員 人 34 25 9 5

最小回転半径 ｍ 5.7 6.7 5.7 5.1

車長×車幅 ｍ 6.99×2.06 6.29×2.08 4.86×1.83 4.69×1.65

直角旋回占有道路幅 ｍ 4.5 4.3 3.4 －

項目
単
位

4

1

13

2

17

15

0 6 12 18

その他

タクシー会社への
運行委託が容易

バスよりも低価格で
運行できる

住民から小型車両
での要望があった

バスよりも小さな
需要への対応

バスでは進入できな
い路線への対応

回
答
内
容

回答数

N=27 



需要に応じて、コミュニティバスとコミュニティタクシ

ーを使い分けることが重要となってくる。 

 

表－５ コミュニティバス・タクシーの運行コスト比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

f）施策継続の判断基準 

バス事業を実施している主体にとっては、自らが実

施ないし選択している政策や事業、サービスが適切なも

のであるかを常に観測し判断するとともに、必要とあれ

ばそれらの内容を変更していくことが重要である。 

そこで、施策継続に対する判断基準の設置の有無を

設問したところ、コミュニティタクシーの路線廃止のた

めの基準や目安を設けている自治体はなく、コミュニテ

ィバスでは、40事例中4件であった。そのうち具体的な

数値で示した事例としては、「初期投資除く収支率4

0%」、「平均乗車密度2.0」であった。 

このような客観的な評価指標を用いて、施策継続の

判断を行うことは、多額の税金を投入することが想定さ

れるこうした施策においては重要である。事実、今回調

査した範囲において、収支率10%を下回っていながら更

に路線を拡大している事例が多々見られた。コミュニテ

ィバスの導入は、コミュニティバス自体が廉価で良質な

サービスであるため、当初予定された地域のみに収まら

ず、導入されていない地域からの導入要望につながり、

結果として連鎖的な路線拡大・財源持ち出しの増大にな

りやすい。そのため、コミュニティバスの導入・路線継

続の判断においては、客観的かつ明快な判断基準を設け

ることがきわめて重要である。その上で、判断基準を下

回る地域においては、路線廃止、ないしコミュニティタ

クシーなど別種のサービスを検討することも必要となる

と考える。 

なお、今回検討のフィールドとして対象とした兵庫

県明石市では、コミュニティバスの導入および継続実施

の可否を、収支率50%として設定し、導入地区の住民に

もこうした設定値を事前に説明（意見交換会）する試み

をはじめた（図－２）。こうした取り組みにより、公平

公正なコミュニティバス事業の導入がなされ、効率的で

持続可能な事業等の運営となり、コミュニティバス事業

の展開にともなう財政負担のリスク軽減につながると考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 住民との意見交換会での施策導入・継続のた

めの判断基準の説明資料 

 

３．明石市を対象としたコミュニティバス・タクシーの

導入影響比較 

a）コミュニティタクシーでの導入可能路線延長 

兵庫県明石市では、平成14年度よりコミュニティバ

スの導入検討を開始し、平成16年11月から平成18年3月

までの魚住、大久保南地区における実験運行を経て、平

成18年4月より“Tacoバス”の本格運行を開始している。

Tacoバスの成功をうけ、高い要望を背景に、現在、全市

域の交通空白地域を無くすため、コミュニティバスの導

入を検討している状況にある。 

明石市の道路ネットワークにおいて、コミュニティ

バスのみでの計画とすると、基本的に道路幅員が5.5m以

上の路線に限られ、図－３に示すのみの路線となるため、 

【コミュニティバスでの導入可能路線】 

 

【コミュニティタクシーでの導入可能路線】 

 

図－３ コミュニティバス・タクシーの導入可能路線 

コミュニティバス コミュニティタクシー

中型バス
(M社)

小型バス
(H社)

ジャンボタク
シー(N社)

中型タクシー
(T社)

初期投資費用 *１ 千円 44,050 50,080 15,127 12,007

年間維持管理費 
*２ 千円 29,058 29,058 12,107 12,107

年間運行費用 *３ 千円 36,987 38,072 14,803 13,403

　　※１：車両購入費、バス停設置費など設備・PR費を事業者などにヒアリングを行い求めた。

　　※２：年間の総運行距離に平均走行キロ原価（自動車運送事業経営指標,2006より）を乗じることで求めた。

　　※３：残存価値(=10%)、償却年数(=5年)として初期投資費用の原価償却費と年間維持管理費を和して求めた。

　　※※：27便/日の運行、延長路線7.5kmを想定

項目 単位

①コミュニティバスの導入可否
：収支率から判定、収支率≧50％

②コミュニティバスの導入
：試験運行期間：運行開始～平成20年度

④継続運行

OK

OK

⑦路線の廃止

NO

⑥継続運行の可否

NO

OK

⑤運行内容見直し

③継続運行の可否 （大久保南地区導入の場合）

1日あたり乗車人数≧170(人/日)
※収支率≧50%以上

１年程度運行

※ 見直し・廃止は、検討委員会を立ち上げて最終決定。

１年程度運行



コミュニティバス導入可能路線の延長は、290kmにとど

まる。しかしながら、コミュニティタクシー導入可能路

線の延長とすると、467kmに広がり、約1.6倍の道路を対

象として、路線計画が行えるようになり、より利便性の

高い計画案の作成が可能となる。 

 

b）コミュニティタクシーを含めた運行計画の評価 

明石市全市域の交通空白地域を削減するため、全９

路線において、コミュニティバスのみで検討した場合の

路線計画と、小需要の地域においては、コミュニティタ

クシーを含めた路線計画（コミュニティバス・タクシー

併用）を作成し、その計画を比較評価した。 

その結果を、表－６に示す。この９路線の導入によ

り、交通不便地域の削減面積は、コミュニティバスのみ

の場合、2,502haの削減であるが、コミュニティバス・

タクシー併用の場合、2,765haの削減となり、約11%の交

通不便地域の削減とすることができた。とくに、コミュ

ニティバスを用いた計画においては、道路の制約から交

通空白を解消できない地域の存在もみられた。 

また、交通不便地域人口の削減数は、コミュニティ

バスのみの場合、197千人の削減であるが、コミュニテ

ィバス・タクシー併用の場合、214千人の削減となり、

約9%の交通不便地域人口の削減とすることができた。コ

ミュニティバス・タクシー併用の場合、特に、高齢化率

が高い地域において、削減数が多い結果となっている。 

さらに、それぞれのバス需要、運行収入、運行経費

を試算して、収支率を算定した結果、コミュニティバス

のみの場合、コミュニティバス・タクシー併用の場合と

もに、収支率は54%とほぼ同じ収支率となった。コミュ

ニティバス・タクシー併用の方が、交通不便地域・人口

の削減により多く貢献すること、また、コミュニティタ

クシーの導入地域にはこれまで一切公共交通手段がなか

った交通空白地域も含まれる点を踏まえて、この路線計

画の優位性が高いものと考える。 

表－６ コミュニティバス・タクシー併用の場合におけ

る路線計画の比較評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

全国的に盛んなコミュニティバスの導入より、市民

へのコミュニティバスの認知も高まり、比較的小規模の

地域も含め、コミュニティバスの導入要望が増大してい

る。その一方で、現在運行されている全国のコミュニテ

ィバスのなかには、予定されたより需要が小さく、空気

を運んでいるかのようなコミュニティバスが幾つか散見

される。そうしことから、交通需要が小さい地区におい

ては、コミュニティバスの導入には、継続的に少なくな

い財政負担を強いられることもあり、その導入を見送る

地域も少なくない。 

しかしながら、交通需要が小さいからといって、交

通サービスに格差を付けることは、望ましいことではな

く、より効率的な交通手段によるサービス提供が求めら

れ、その解決策としてコミュニティタクシーが注目され

ている。 

本研究では、中小規模の交通需要を考えた場合に、

コミュニティバスと比較し、小規模対応としてコミュニ

ティタクシーをとりあげ、全国の運行事例や明石市をフ

ィールドにした検討計画の比較などから、コミュニティ

タクシーを含めた導入計画の有用性を一定確認できた。 

今後、コミュニティタクシーとコミュニティバスを

その地域特性に合わせて、適正に分担していくことによ

って、持続可能な地域の交通システムを構築できるもの

と考える。 
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項目 単位
①コミュニティ

バスのみ

②コミュニティ
バス・タクシー

併用
②－①

（②－①）
／①

交通不便地域削減

面積　
※１ ha 2,502 2,765 263 10.5%

交通不便地域人口

の削減数　※２ 千人 197 214 17 8.5%

バス需要予測利用

者数　
※３ 人/日 2,292 2,512 220 9.6%

運行収入
千円/
年

68,597 76,627 8,030 11.7%

運行経費
千円/
年

127,399 143,195 15,796 12.4%

収支率 ％ 53.8% 53.5% -0.33% －

※１：新設されたバス停の徒歩圏（バス停より300m半径）面積の総和（既バス・鉄道路線の徒歩圏は除く）

※２：路線導入により交通不便（バス運行10本/日以下）が解消された地域に居住する人口

※３：対象人口に運賃や便数に応じたバス利用意向割合を乗じて求めた想定バス利用者数
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